
学期／Semester 2017年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period金／Fri 3

2017/04/06～2017/07/21開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0590014020170590014001

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEEN 21463_032

授業科目名／Subject ●Advanced EnglishⅠ(3D1・3D2)／Advanced EnglishⅠ

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

松田　雅子／Matuda Masako

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

松田　雅子／Matuda Masako

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

松田　雅子／Matuda Masako

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

［歯学］第１講義室教室／Class room

歯学部（３Ｄ１／２）対象学生（クラス等）  /Object Student

hijimasako▲yahoo.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

水２担当教員オフィスアワー/Office hours
英語リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの4技能の向上を図ります。授業の概要及び位置づけ/Course Outline and

Objectives
自分について、身近な事がらについて、発信できる英語力をつけます。
日本文化や地元のことについて英語で紹介できる力をつけ、プレゼンテーションの練習をします。授業到達目標/Goal

演習形式で行います。ペアワークとグループワークをしますので、欠席しないようにしてください
。インターネットを使って活動を行い、テキストの音読やパートナーとの読み合わせを行います。授業方法（学習指導法）/Method

テキストとワークブックを使用して、リーディング、スピーキングの練習をします。大学のe-
learning 教材を活用し、基礎力を養成します。
授業内容-1回 オリエンテーション、教科書Unit １、e-learning
授業内容-2回 教科書 Unit ２、Workbook １、e-learning
授業内容-3回 教科書 Unit ３、Workbook ２、e-learning
授業内容-4回 教科書 Unit ４、Workbook ３、e-learning
授業内容-5回 教科書 Unit ５、Workbook ４、e-learning、スピーチ
授業内容-6回 教科書 Unit ６、Workbook ５、e-learning、スピーチ
授業内容-7回 教科書 Unit ７、Workbook ６、e-learning
授業内容-8回 教科書 Unit ８、Workbook ６、e-learning
授業内容-9回 教科書 Unit ９、Workbook ７、e-learning
授業内容-10回 教科書 Unit １０、Workbook ７、e-learning、スピーチ
授業内容-11回 教科書 Unit １１、Workbook ８、e-learning、スピーチ
授業内容-12回 教科書 Unit １２、Workbook ８、e-learning、
授業内容-13回 教科書 Unit １３、Workbook ９、e-learning
授業内容-14回 教科書 Unit １４、Workbook ９、e-learning、プレゼンテーション
授業内容-15回 教科書 Unit １５、Workbook １０、e-learning、プレゼンテーション
授業内容-16回 期末試験

授業内容/Class outline/Con

e-learning を行う、
ワークブックのスピーチを完成させる

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

スピーキング、音読、プレゼンテーションキーワード/Key word

Welcome to Kyushu, Japan, 松柏社、Openvoice Workbook Basic, Kaigai Connection教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

定期試験60％、スピーチ20％、プレゼンテーション10％、課題10％成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support▲ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)



シャイネスを打ち破り、元気に英語の勉強をしましょう学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester 2017年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period木／Thu 4

2017/04/06～2017/07/20開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0590014020170590014002

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEEN 21463_032

授業科目名／Subject ●Advanced EnglishⅠ(3G)／Advanced EnglishⅠ

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

廣江　顕／Akira Hiroe

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

廣江　顕／Akira Hiroe

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育C棟35(call1)／RoomC-35(call1)教室／Class room

3G1対象学生（クラス等）  /Object Student

ahiroe▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

言語教育研究センター廣江研究室（環境科学部1階）担当教員研究室/Laboratory

095-819-2378担当教員TEL/Tel

メールにより随時受付担当教員オフィスアワー/Office hours

この授業を通して、英語を発信型言語のツールとして活用していく本格的訓練の場とする。
授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

学生が中長期の留学をすることを念頭に置き、TOEFL iBT/IEALTS形式の問題演習を行うと同時に、
アカデミック・プレゼンテーションの訓練を行う。授業到達目標/Goal

授業では、前半をTOEFL iBT/IEALTSのテストゼミを行い、その後、解答・解説を行う。後半では、
学生の専門分野に応じたプレゼンを最終的に行うことを前提に、着想の段階から一定程度のまとま
った内容ができあがるまでのプロセスを指導する。

授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

 academic pressentation, summary writingキーワード/Key word

テキスト, 参考書等は授業時に指示する
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

授業時の課題(20%), TOEFL/IEALTS形式のテストゼミE(40%), プレゼンテーション(40%)成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support▲ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Introduction, Sample Listening Test第1回

Listening 1, テキストUnit 3 (Fill-in-the-blanks summary)第2回

Listening 2, テキストUnit 5 (Questions&Answers in Japanese)第3回

Listening 3, テキストUnit 8(Fill-in-the-blanks summary)第4回

Listening 4, テキストUnit 11(Fill-in-the-blanks summary)第5回

Listening 5, テキストUnit 15(Fill-in-the-blanks summary)第6回

3Step小テスト(1)（約30分程度）DVD教材(1), Dictation第7回

DVD教材(2), Dictation第8回

Listening 6, Email writing (1)第9回

Listening 7,第10回



Listening 8, Email writing (2)第11回

3Step小テスト(2), Email writing (3)第12回

Listening 9, Email writing (4)第13回

Listening 10, まとめ(1)第14回

まとめ(2)第15回

定期試験第16回



学期／Semester 2017年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period月／Mon 3

2017/04/06～2017/07/24開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0590014020170590014003

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEEN 21463_032

授業科目名／Subject ●Advanced EnglishⅠ(3K(英1))／Advanced EnglishⅠ

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

大坪　有実／Ootubo Yumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

大坪　有実／Ootubo Yumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

大坪　有実／Ootubo Yumi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

[教育]本館3F第33講義室／Room 33教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student
r_otsubo▲hotmail.co.jpのメールで受け付けます。（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送
信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

金曜日 １２：５０～１４：２０担当教員オフィスアワー/Office hours
このクラスは、健康と環境に焦点を当てたニュース素材を用いて、リーディング力、リスニング力
の強化を図ります。また、授業で扱ったテーマについて自分の意見を述べる訓練も行います。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

テキストの英文を辞書なしでも大意がつかめるようにします。また、授業で扱った内容に対して、
自分の意見を伝えられるようにします。授業到達目標/Goal

このクラスは座学による授業で、世界で取り上げられている環境や健康問題についての理解を深め
ます。また、ディスカッションなど意見交換の機会も設けますので主体的参加を求めます。授業方法（学習指導法）/Method

座学による授業です。各回、授業前半はFirst listeningでニュースの大意をつかみ、ニューススク
リプトの空所補充を通しニュース内容の詳細を確認します。後半では、取り扱った題材についての
意見交換、意見発表を行います。主体的な参加を求めます。第１６回目に定期試験を行います。

授業内容/Class outline/Con

テキストで扱うテーマについて、事前に辞書、インターネット等で調べておくこと。
また、授業理解度の確認で小テストを行うので、授業内容をしっかりと復習すること。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Health Environmentキーワード/Key word

Health and Environment Reports from VOA volume 1 松柏社 ￥1,800 ＋税
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

内容理解確認小テスト（１３回×２点＝２６点）＋T/F問題 確認（１０点）＋ディスカッション
（１０点）＋定期試験（５４点）＝合計１００点のうち６０点以上を合格とする。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support▲ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Introduction
Hotter and Hotter リスニング1回目

Hotter and Hotter 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
Planting the Idea of a Longer Life リスニング2回目

Hotter and Hotter 小テスト
Planting the Idea of a Longer Life 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
Droning on about the Weather リスニング

3回目

Planting the Idea of a Longer Life 小テスト
Droning on about the Weather 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
More Obese Than Underweight リスニング

4回目

Droning on about the Weather 小テスト
More Obese Than Underweight 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
In For a Surprise リスニング

5回目



More Obese Than Underweight 小テスト
In For a Surprise 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
Deadly Mistakes リスニング

6回目

In For a Surprise 小テスト
Deadly Mistakes 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
Goodbye, Plants? リスニング

7回目

Deadly Mistakes 小テスト
Goodbye, Plants? 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
TB or not TB? リスニング

8回目

Goodbye, Plants? 小テスト
TB or not TB? 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
El Nino Brings Hunger リスニング

9回目

TB or not TB? 小テスト
El Nino Brings Hunger 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
Polar Bears under Threat リスニング

10回目

El Nino Brings Hunger 小テスト
Polar Bears under Threat 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
Storm Warnings from Space リスニング

11回目

Polar Bears under Threat 小テスト
Storm Warnings from Space 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
Nuts or Nuts リスニング

12回目

Storm Warnings from Space 小テスト
Nuts or Nuts 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
Sandstorms in the Sahel Spreading Sickness? リスニング

13回目

Nuts or Nuts 小テスト
Sandstorms in the Sahel Spreading Sickness? 英文解釈 T/F問題 ディスカッション
New Cells for the Brain リスニング

14回目

Sandstorms in the Sahel Spreading Sickness? 小テスト
New Cells for the Brain 英文解釈 T/F問題 ディスカッション15回目

定期試験16回目



学期／Semester 2017年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period月／Mon 3

2017/04/06～2017/07/24開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0590014020170590014004

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEEN 21463_032

授業科目名／Subject ●Advanced EnglishⅠ(3K(英2))／Advanced EnglishⅠ

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

松田　雅子／Matuda Masako

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

松田　雅子／Matuda Masako

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

松田　雅子／Matuda Masako

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育C棟36(call2)／RoomC-36(call2)教室／Class room

環境科学部（３Ｋ（英２））対象学生（クラス等）  /Object Student

hijimasako▲yahoo.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

水２担当教員オフィスアワー/Office hours
英語リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの4技能の向上を図ります。授業の概要及び位置づけ/Course Outline and

Objectives
英語の音の基本を学び、シャドウイング演習を行い、スムーズな英語のコミュニケーションが行え
る力をつけます。
自分について、身近な事がらについて、発信できる英語力をつけます。授業到達目標/Goal

演習形式で行います。ペアワークとグループワークをしますので、欠席しないようにしてください
。インターネットを使って活動を行い、テキストの音読やパートナーとの読み合わせを行います。授業方法（学習指導法）/Method

テキストとワークブックを使用して、リーディング、スピーキングの練習をします。インターネッ
トの動画を利用して、モーティベーションを高めます。大学のe-learning 教材を活用し、基礎力を
養成します。
授業内容-1回 オリエンテーション、教科書Unit １、e-learning
授業内容-2回 教科書 Unit ２、Workbook １、e-learning
授業内容-3回 教科書 Unit ３、Workbook ２、e-learning
授業内容-4回 教科書 Unit ４、Workbook ３、e-learning
授業内容-5回 教科書 Unit ５、Workbook ４、e-learning、スピーチ
授業内容-6回 教科書 Unit ６、Workbook ５、e-learning、スピーチ
授業内容-7回 教科書 Unit ７、Workbook ６、e-learning
授業内容-8回 教科書 Unit ８、Workbook ６、e-learning
授業内容-9回 教科書 Unit ９、Workbook ７、e-learning
授業内容-10回 教科書 Unit １０、Workbook ７、e-learning、スピーチ
授業内容-11回 教科書 Unit １１、Workbook ８、e-learning、スピーチ
授業内容-12回 教科書 Unit １２、Workbook ８、e-learning
授業内容-13回 教科書 Unit １３、Workbook ９、e-learning
授業内容-14回 教科書 Unit １４、Workbook ９、e-learning、プレゼンテーション
授業内容-15回 教科書 Unit １５、Workbook １０、e-learning、プレゼンテーション
授業内容-16回 期末試験

授業内容/Class outline/Con

e-learning を行う
ワークブックのスピーチを完成させる

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

リピーティング、シャドウイング、音読キーワード/Key word

映画英語の聞き取り方、開文社、Openvoice Workbook Intermediate, Kaigai Connection教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

定期試験60％、スピーチ20％、プレゼンテーション10％、課題10％成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support▲ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility



備考（URL）/Remarks(URL)
シャイネスを打ち破り、元気に英語の勉強をしましょう学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester 2017年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period月／Mon 3

2017/04/06～2017/07/24開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0590014020170590014005

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEEN 21463_032

授業科目名／Subject ●Advanced EnglishⅠ(3K(英3))／Advanced EnglishⅠ

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

藤本　ゆかり／Fujimoto Yukari

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟31／RoomA-31教室／Class room

３K（英３）対象学生（クラス等）  /Object Student

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2078 （教養教育事務室）担当教員TEL/Tel

月曜日２時３０分より担当教員オフィスアワー/Office hours
世界の環境と文化に関する興味深い内容の英文を通して、環境に対する関心を益々高め、知識を得
、役立てる。フレーズ・リーディングという方法により、英語の理解度を高めると同時に、話す為
・書く為の英文を作り上げる能力と技能を伸ばす。また、この方法を繰り返して練習することで、
聴く力を養う。総合的な英語の技能を定着させ、さらに向上させる。また、英語の読解と英文解釈
の方法を学び、英文法の復習を行い、英語のスキルの応用力を身に付ける。また、専門の環境科学
と関連付けて、考えをより深めることができる。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

環境と文化に対して一層の関心を持ち、将来に役立てることができる。表現したいことを組み立て
るための基本的な能力を養うことができる。英文を英語で理解し(読み・聴き)、英語で考えて英語
を使う(話す・書く)能力の基を養成することができる。発音の改善ができる。応用的な文法の運用
ができるようになる。各自で目的を再認識し、英語の学習に対する意欲を持てるようになる。

授業到達目標/Goal

CDを用いながら、声に出して読む訓練を行い、話す能力へと発展させていく。発音の指導を行うの
で、積極的に活動に参加する。テキストに解答を書き込んで、理解を確かなものにする。読解の方
法、及び文法事項を説明する。英語習得の方法を指導する。

授業方法（学習指導法）/Method

リーディングの方法として、準備段階を踏んで、フレーズ・リーディングを中心に様々なリーディ
ングの活動（スキミング、スキャニング、フレーズ・リーディング、リピーティング）を行う。CD
を聴きながら、与えられたフレーズごとに日本語に訳をする。次に再びCDを聴いて、英文をフレー
ズごとにリピーティングする。リーディングについては、英文ニュース全体をスキミングとスキャ
ニングにより、内容の把握と理解をする。さらに、文法事項の復習を行い、リスニングと英作文の
問題を解く。本文の表現を用いて、英作文をする。（テキストに無記入の箇所が無いように書き込
んでいく。） また、英語の習得の方法について、資料等を用いて指導を行う。
英文は世界の環境問題を取り扱い、環境と文化を関連付けている点に特色がある。
毎回の授業には、必ず予習をして臨みましょう。英単語の意味を調べ、英作文を自分で考えておく
こと。
また、聴く・話すという能力は、毎日欠かさず練習しなくては向上しないので、テキスト付録のCD
を用いて、自宅で予習と復習を必ず行ってください。自学が非常に重要な意味を持ちます。継続が
大切であり、各自目標を定めて努力することを期待します。

授業内容/Class outline/Con

毎回必ず英単語を調べ、英文テキストを読み、CDを聴き、問題を解いて、授業に臨むこと。授業後
は改めてテキストを熟読し、疑問点がないように理解を確かなものにします。小テスト等で確認を
しますので、予習・復習を徹底しましょう。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

リーディング / リスニング／英文法／英作文／環境・文化・世界キーワード/Key word
Cultural Issue, Environmental Issue 『環境と文化から見るグローバル世界』 （Gregory
Goodmacher ／ 梶浦麻子： 南雲堂）
英和辞典（電子辞書）を必携すること。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

定期試験８０％、小テスト１０％、授業中の活動 １０％を基準とします。
定期試験を筆記で行います。
また、受講中の態度を非常に重視します。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

授業には全回出席することを期待します。必ず予習をして臨みましょう。テキストの問題もあらか
じめ解いておきます。受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support▲ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)



授業には必ず予習をして臨んでください。CDを聴き、英単語の意味をあらかじめ調べて、文章の大
意をつかみ、テキストの問題も解いておきましょう。学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

導入・授業内容の説明第1回 ４月１０日

Unit １第2回 ４月１７日

Unit ２第3回 ４月２４日

Unit ３第4回 ５月 １日

Unit ４第5回 ５月 ８日

Unit ５第6回 ５月１５日

Unit ６第7回 ５月２２日

Unit ７第8回 ５月２９日

Unit ８第9回 ６月 ５日

Unit ９第10回 ６月１２日

Unit １０第11回 ６月１９日

Unit １１第12回 ６月２６日

Unit １２第13回 ７月 ３日

Unit １３第14回 ７月１０日

Unit １４ （ Unit １５ ）第15回 ７月２４日

定期試験第16回 ８月 ７日



学期／Semester 2017年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period火／Tue 2

2017/04/06～2017/07/18開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0590014020170590014006

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEEN 21463_032

授業科目名／Subject ●Advanced EnglishⅠ(3P1)／Advanced EnglishⅠ

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

大坪　有実／Ootubo Yumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

大坪　有実／Ootubo Yumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

大坪　有実／Ootubo Yumi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟42／RoomA-42教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student
r_otsubo▲hotmail.co.jp で受け付けます。（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してく
ださい）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

金曜 １２：５０～１４：２０担当教員オフィスアワー/Office hours
このクラスは、身体の仕組みと働きに焦点を当てたテキストを用い、リーディング力、リスニング
力の強化を図る一方、専門用語、専門分野の知識を深めていきます。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

１．人体の専門用語が用いられた文を読み、大意を掴むことができる。 ２．自分の持っている知識
を使ってリスニングの内容を推測することができる。授業到達目標/Goal

この授業は座学で基盤的な知識を学び、学んだことを踏まえ、T/F問題をグループで話し合い、ディ
スカッションしていく授業形態を取る。よって、主体的参加を求めます。授業方法（学習指導法）/Method

第１回目～第3回目は運動に関して、第4回目～第6回目は人体に関して、第7回目～１5回目は人体に
影響を及ぼす様々なものに関して、前半は座学で学び、後半、グループ活動をして理解を深めてい
きます。第１６回目に定期試験を実施します。

授業内容/Class outline/Con

毎回、既習文法の確認をするので、授業で扱われる文法項目については文法書を用いてしっかりと
確認をしておくこと。また、習った文法はグループディスカッションで使えるよう復習しておくこ
と。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Key word

CLIL Human Biology (三修社) ￥１，９００＋税
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

授業内個人取り組み（１４回×１＝１４％）＋グループT/Fとディスカッション（１４回
×３＝４２％）＋定期試験４４％=合計１００％のうち６０％以上を合格とする。成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support▲ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Introduction1回目
Sports and injuries
助動詞2回目

Blood circulation
名詞3回目

Muscles and movement
つなぎの語句4回目

Genetically modified (GM) food
句動詞5回目

The brain : language and sleep
副詞と形容詞6回目

Animals and humans
接続詞7回目



Agriculture and human health
原因・理由・結果を表す接続詞8回目

Health and fitness
比較9回目

Food and nutrition
関係詞10回目

Drugs and human body
受動態11回目

Human immunity
単純現在時制12回目

Humans and their environment
形容詞13回目

Food issues and human health
分詞14回目

Genetics
不定詞15回目

定期試験16回目



学期／Semester 2017年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period火／Tue 2

2017/04/06～2017/07/18開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0590014020170590014007

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEEN 21463_032

授業科目名／Subject ●Advanced EnglishⅠ(3P2)／Advanced EnglishⅠ

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

山崎　有介／Yamazaki Yusuke

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

山崎　有介／Yamazaki Yusuke

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

山崎　有介／Yamazaki Yusuke

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟13／RoomA-13教室／Class room

（3P2）対象学生（クラス等）  /Object Student

pro-1223▲i-next.ne.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

授業終了後担当教員オフィスアワー/Office hours
英米の社会情勢、歴史、哲学、環境、科学、そして物語作品について書かれたTextを読み、英語の
言語表現を学ぶ。ビジネス英語や時事英語とは違う人間味あふれた英語により英語という言語を身
近に感じてほしい。同時に、Grammarを確認しながら、4技能
（Listening,Speaking,Reading,Writing）も重視したい。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

無理なく通常の英文が読め、聴覚力を養うことで発音の向上を目指し、英語による表現力を豊かに
したい。
TOEICや英検などの資格試験のスキルアップにも役立てたい。

授業到達目標/Goal

語彙の確認、リスニングによる音声把握、音読による発音練習、英文の読解力と表現力を養う。授業方法（学習指導法）/Method
毎回１つずつChapterを進む。Reading⇒A.Exercises⇒B. Grammar Focus ＆Practice⇒C.Further
Studyの流れで進む。授業内容/Class outline/Con

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

Listening/Speaking/Reading/Writing/Vocabularyキーワード/Key word
Reading and Think: 12 Inspiring Message(Michiko Iwanaga/Atsuko Uemura/Sumiko
Yoshida/Minori Yoshida-Asahi Press)

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

中間試験40％、定期試験40％、小テスト20%成績評価の方法・基準等/Evaluation

受講要件（履修条件）/Requirements
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support▲ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

英語運用能力を確実にするために、予習・復習の時間をきちんと設定しましょう。学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Orientation & Introduction第1回
Chapter 1 : Severn Ｃullis-Ｓuzuki's Ａddress to the Ｐlenary Ｓession at the Ｅarth
Ｓummit
｢12才の少女が環境サミットで語った伝説的スピーチ｣
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Ｆocus: 文型
Ｃ.Ｆurther Ｓtudy

第2回

Chapter 2: Free the Ｃhildren
｢児童強制労働廃止に立ち上がった少年｣ by Ｃraig Ｋeilburger
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Focus:過去完了形(had＋過去分詞)
Ｃ.Ｆurther Ｓtudy

第3回



Chapter 3: Ｔhe Ｌegacy of Ｌandmines
｢地雷問題の現状、ユニセフの報告｣
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Ｆocus: 比較の用法
Ｃ.Ｆruther Ｓtudy

第4回

Chapter 4: Ｐresident Ｋennedy's lnaugural Ａddress
｢ケネディー大統領就任演説｣
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Ｆocus: 使役
Ｃ.Ｆurther Ｓtudy

第5回

Chapter 5: Ａlbert Ｅinstein: ＶＯＡ Ｓpecial Ｅnglish Ｓcience Ｒeport
｢科学を変えた人アインシュタイン博士｣
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Focus: 不定詞と動名詞
Ｃ.Ｆurther Ｓtudy
3stepCALLSystem１回目

第6回

Chapter 6: Dr. Ｗangari Ｍaathai's Ｎobel Ｐeace Ｐrize Ａcceptance Ｓpeech
｢ワンガリ･マータイさん、ノーベル平和賞受賞演説｣
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Ｆocus: 関係詞の制限用法と非制限用法
Ｃ.ＦutherＳudy

第7回

中間のまとめ（筆記試験を含む）第8回
Chapter 7: Ｍany Ｗinters
｢今日は死ぬのにもってこいの日｣ by Ｎancy Ｗood
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Ｆocus: 目的、結果の接続詞、 so that とso ～that...
Ｃ.Ｆurther Ｓtudy

第9回

Chapter 8: Ｃondensed Ｐhilosophy
｢5人の哲学者の言葉－ソクラテス、ホッブス、デカルト、ニーチェ、カミュ｣
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Focus: 分詞構文
Ｃ.Ｆurther Ｓtudy

第10回

Chapter 9: ＣＯＳＭＯＳ
｢コスモス わたしたちは星の子｣ by Ｃarl Ｓagan
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Ｆocus: 前置詞＋関係代名詞
Ｃ.ＦurtherＳtudy
3stepCALLSystem２回目

第11回

Chapter 10: ＭＯＭＯ
｢モモ、時間の意味を求めて｣ by ＭichaelＥnde
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Ｆocus: 譲歩を表す副詞節を導く複合関係詞
Ｃ.Ｆurther Ｓtudy

第12回

G-TELP の実施第13回
Chapter 11: Ｔhe Little Ｐrince
｢星の王子さま、本当に大切なものを求めて｣ by Antoinede Ｓaint-Ｅxupdry
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Ｆocus: 倒置
Ｃ.Ｆurther Ｓtudy

第14回

Chapter 12: Ｐeter Ｐan
｢ピーターパン、永遠の子供と出達って｣ by Ｊames Barrie
Ａ.Ｅxercises
Ｂ.Ｇrammar Ｆocus: 仮定法
Ｃ.ＦurtherＳtudy

第15回

後半のまとめ（定期試験を含む）第16回
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